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IPPNW（核戦争防止国際医師会議）コーナー

核兵器禁止―太平洋諸島の展望
JPPNW事務総長　　片　岡　勝　子

　⚒⚐⚑⚔年⚑月、ICAN（核兵器廃絶国際キャン
ペーン）は、『核兵器禁止―太平洋諸島の展望』
という、太平洋諸島とオーストラリアにおける
核実験に関する文書を発表した（図⚑）。ここで
はその要約を述べ、若干の事項に関しては筆者
が註を付けた。

　英国はオーストラリアと英国領の諸島で⚑⚙⚕⚐
年代に核実験を行っている。⚑⚙⚕⚒－⚕⚗年には
オーストラリアのモンテベロ諸島、マラリンガ
およびエミューフィールドで⚑⚒回の大気圏内核
実験、さらに爆弾構成要素のテストや核物質
（プルトニウム、ウラニウムなど）の燃焼試験の
ような⚖⚐⚐回の“小核実験”をマラリンガで行っ
た。さらに“オペレーショングラップル”で
は、太平洋中心部にあるクリスマス島とモール
デン島で⚑⚙⚕⚗－⚑⚙⚕⚘年に⚙回の原水爆実験を
行った。
　フランスはサハラ砂漠のレガーヌで⚔回の大気
圏内核実験（⚑⚙⚖⚐－⚖⚑）およびインエケルで⚑⚓
回の地下核実験（⚑⚙⚖⚑－⚖⚖）を行った後、仏領
ポリネシアに核実験センターを造った。そして
⚑⚙⚖⚖－⚑⚙⚙⚖年の⚓⚐年間に⚑⚙⚓回の大気圏内また
は地下核実験をムルロア環礁とファンガタウ
ファ環礁で行った。
　植民地支配から独立すると、太平洋諸国は核
軍縮を支持し、⚑⚙⚘⚕年⚘月⚖日“ヒロシマの日”に
南太平洋非核兵器地帯（SPNFZ）条約（ラロト
ンガ条約）に調印し、批准した。

⚒．　主要事象の時系列による纏め
　⚑⚙⚔⚕年⚘月⚖日：マリアナ諸島のテニアン島から
エノラゲイが飛び立ち、広島市に原爆を投下し
た。⚓日後には、長崎市が原爆により破壊された。
　⚑⚙⚔⚖年⚖月：米国は、信託統治領であった
マーシャル諸島のビキニ環礁とエニウェトク環
礁で一連の核実験を開始した。これには⚑⚙⚕⚘年
までに行われた⚖⚗回の大気圏内核実験が含まれ
ている。
　⚑⚙⚕⚒年⚑⚐月：英国はオーストラリアのモンテ
ベロ諸島で核実験を始めた。後にアナング族
（アボリジニの一部族）の居住地であるマラリン
ガとエミューフィールドで核実験を行った。
　⚑⚙⚕⚒年⚑⚑月：米国は最初の水爆実験（コード
ネーム“マイク”）をエニウェトク環礁で行っ
た。

⚑．　米・英・仏による核実験
　⚑⚙⚔⚖年から⚑⚙⚙⚖年にわたって、この地域で行
われた核実験を地図上に纏めると図⚒のようにな
る。
　米国は⚑⚙⚔⚖年から⚑⚙⚕⚘年の間に、マーシャル
諸島のビキニ環礁とエニウェトク島で⚖⚗回の原
水爆実験を行った。これは米国が行った大気圏
内核実験の⚓⚒％にあたる。さらに米国はクリス
マス島で⚒⚕回、ジョンストン環礁で⚙回の核実験
を行った。
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　⚑⚙⚕⚔年⚓月⚑日：米国がオペレーションキャッ
スルの一部としてビキニ環礁で行った巨大なブ
ラボー実験の結果、放射性降下物がロンゲラッ
プ島やウトリック島のような北部の環礁や近く
にいた日本漁船＊⚑に降り注いだ。
　⚑⚙⚕⚗年⚑⚑月：⚑⚙⚕⚗年から翌年にかけて、英国
はクリスマス島やモールデン島で⚙回の大気圏内
核実験を行った。
　⚑⚙⚖⚓年⚘月：部分的核実験禁止条約＊⚒の署名
が始まった。
　⚑⚙⚖⚖年⚗月⚒日：フランスは核実験場をアル
ジェリアから仏領ムルロア環礁に移し、この日
から⚓⚐年間にわたって⚑⚙⚓回の大気圏内および
地下核実験を行った。
　⚑⚙⚖⚘年⚗月⚑日：核兵器不拡散条約＊⚓が署名さ
れた。非核兵器国は決して核兵器をもたないこ
と、核兵器国は核軍縮の義務があることが合意
された。
　⚑⚙⚖⚘年⚘月⚒⚔日：フランスは最初の水爆実験
（コードネーム“カノープス”）を仏領ポリネシ
アのファンガタウファで行った。
　⚑⚙⚗⚕年⚔月：太平洋教会会議（PCC）、女性グ
ループを含む諸団体やコミュニティの支持によ
り、第⚑回の非核太平洋会議がフィジーのスバで
開催された。これはその後⚓⚐年間続く一連の非

核独立太平洋（NFIP）運動会議の最初のもので
ある。
　⚑⚙⚘⚕年⚘月⚖日：南太平洋非核地帯条約＊⚔が
クック諸島のラロトンガで署名開放された。こ
の条約では、非核地帯内での核兵器の製造、配
備、および域内海域（公海を含む）への放射性
物質の投棄が禁止されている。
　⚑⚙⚘⚗年⚗月：ニュージーランドの非核法によ
り、核武装可能な艦船や原子力艦船の入港が禁
止された＊⚕。
　⚑⚙⚙⚕年⚙月：短期間のモラトリアム後に、フラ
ンスはムルロア環礁とファンガタウファ環礁で
⚖回の核実験を行い、地域的ならびに国際的非難
を浴びた。⚑⚙⚙⚖年⚑月⚒⚗日の核実験をもって、太
平洋諸島におけるフランスの核実験は終わった。
しかし健康や環境に与えるインパクトが終わっ
たわけではない。
　⚑⚙⚙⚖年⚙月⚒⚔日：包括的核実験禁止条約＊⚖が
国連において署名開放された。中国、フランス、
英国、ロシア、米国は署名したが、インドは署
名を拒否した。

⚓．　核兵器と核実験に対する人々の反対
　⚑⚙⚕⚔年以降、核実験が行われた南太平洋諸島

図⚒．太平洋の核実験場。大きな数字は核実験回数を示す。
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の人々は、実験を止めるように国連信託統治理
事会などに提訴した。⚑⚙⚗⚕年、太平洋教会会議
（PCC）は、YWCAや核実験反対団体とともに、
フィジーのスバで第⚑回非核太平洋会議を開催し
た。この会議では軍縮に関する自己決定権、核
実験反対、さらには植民地主義に議論がおよん
だ。非核独立太平洋（NFIP）運動により、⚑⚙⚘⚐
年に太平洋資料センター（PCRC）がハワイに
設立された＊⚗。NFIP運動は、核実験、核廃棄
物の太平洋投棄、太平洋諸島の漁場における核
物質の輸送、地域におけるウラン採掘に反対す
るキャンペーンを行ってきた。⚑⚙⚘⚐年代には、
教会、労働組合、および地域コミュニティはロ
ビー活動によって、南太平洋非核地帯の創設に
成功し、バヌアツ、パラオ、およびニュージー
ランドの非核法を支持している。
　⚑⚙⚙⚖年のフランスによる核実験の終息後にも、
人々は核拡散に反対し、核実験が健康と環境に
与えた影響を核兵器保有国に対して訴え続けて
いる。核実験に関与した元軍人と民間人は、汚
染された島々を除染し、放射線被曝した人々に
保障するように、運動している。
　太平洋諸島の各国赤十字社は核兵器使用の人
道的インパクトについてキャンペーンをしてい
る。太平洋諸国の女性たちはFemLINKPA-
CIFICを組織し、核兵器の人道的インパクト、
放射性降下物による海洋および環境の汚染、健
康に対する影響、食物連鎖による影響、遺伝的
影響、さらには人々の強制移住に関して発言し
ている。

⚔．　健康に関するインパクト 　　　
　―太平洋における核実験の長期的影響
　米国、英国そしてフランスが核実験を行って
いる間、放射性降下物は太平洋地域および世界
中に広がり、世界中の人々に被曝リスクを負わ
せ、がんに関する悪影響を及ぼしている。危険
性がもっとも高いのは核実験に従事した軍人と
民間人、そして核実験場の近くと風下の島民で
ある。証言によれば、核実験の直後に空から白
い灰が降り、皮膚の火傷、脱毛、色素脱出、悪
心などの急性放射能症がみられた。長期的にみ
れば白血病や甲状腺がんを含む悪性腫瘍の発生
率が上がっている。人々は汚染された環境と食
物にも長期にわたって立ち向かわなければなら
ない。また、心理的ストレスや、子孫に対する
影響の心配もある。ミクロネシアやポリネシア
では、移転・移住による重大な健康影響を被っ

た人々もいる。　
　放射性物質による汚染が環境に重大な影響を
与えているが、核実験を行った国々は、長期的
影響評価、実験場の完全な除染、放射性核種の
生物界への漏出の防止に失敗している。マー
シャル諸島、ロンゲラップ島などでは、パンの
木の実やココナッツのような食用植物が土壌か
らセシウム⚑⚓⚗を取り込んでいる。このような放
射能汚染を避けるために、何十年にもわたって
故郷から離れなければいけない島民もいる。
　シガテラ魚中毒＊⚘は太平洋における共通の課
題である。ある種の渦鞭毛藻類はシガテラ毒を
産生する。この毒素は食物連鎖によって濃縮さ
れて魚に集まり、食べた人に中毒を起こす。渦
鞭毛藻類はサンゴ礁に生息し、死んだり傷つい
たりしたサンゴの表面で増殖する。マーシャル
諸島や仏領ポリネシアでは、核実験によるサン
ゴ礁のダメージの影響で、シガテラ中毒の劇的
な増加が長年にわたって続いた。

⚕．　各国政府の活動
　近年、太平洋諸国の政府は、国連や国際軍縮
サミットで核兵器反対の活動をしている。ソロ
モン諸島、パプアニューギニア、サモア、トン
ガ、ツバル、およびバヌアツは、核兵器禁止条
約をよびかける国連総会決議に賛成票を投じて
いる。
　⚒⚐⚑⚓年のNPT準備会議で、パラオ、パプア
ニューギニア、フィジー、ソロモン諸島、サモ
ア、トンガは核兵器使用が人道の観点から破滅
的結果をもたらすことを強調し、世界中の核兵
器廃絶を支持する声明に賛同した。⚒⚐⚑⚓年⚑⚐月
の国連総会においては、⚑⚑か国（上記⚖か国に加
えて、キリバス、マーシャル諸島、ナウル、パ
ラオ、ツバル）が同様の内容の声明を共同提案
した。
　バヌアツやフィジーは核兵器禁止条約に賛同
している。⚒⚐⚑⚓年のオスロ会議でフィジーは
「核兵器は今日では有益な目的をまったく持た
ず、むしろ人間に未曾有の壊滅的被害を与える
可能性がある。それゆえに核兵器は全面的に禁
止されるべきである」と述べた。米国との盟約
関係にあるパラオとミクロネシア諸国は、核兵
器禁止条約に棄権または反対した。しかし米国
と盟約関係にありながら、マーシャル諸島は核
兵器禁止条約に賛成した。
　太平洋諸国は長い間、核兵器廃絶に向けて世
界でリーダーシップをとってきた。⚑⚙⚙⚒年の世
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界保健会議（WHA）で、トンガとバヌアツの保
健大臣は核兵器使用の違法性の勧告的意見を求
めて、国際司法裁判所（ICJ）に提訴する共同提
案国になった。⚓年後にICJがこの問題に取り組
むと、マーシャル諸島、サモア、ソロモン諸島
は強く核兵器の違法性を訴えた＊⚙。同年、ミク
ロネシア連邦、マーシャル諸島、サモア、ソロ
モン諸島は、ニュージーランドおよびオースト
ラリアといっしょに、フランスがポリネシアで
核実験を続けていることをICJに提訴した。
　南太平洋諸国は⚓⚐⚐回以上の核実験を経験し、
核兵器の破滅的な非人道性をよく知っている。
ツバルのような人口⚑万人の小島国でさえも、
⚒⚐⚑⚓年⚓月のオスロ会議に参加した。クック諸島
のような国連メンバーでない地域もオスロ会議
に参加し、国際赤十字・赤新月社連盟が核兵器
使用禁止と核兵器廃絶交渉を唱道していること
を支持している。
　太平洋諸島フォーラムのメンバーは、核兵器
廃絶を繰り返し支持し続けている。国際的には、
太平洋諸国は包括的核実験禁止条約（CTBT）
を支持し、⚑⚙⚙⚖年に最初に条約を批准したのは
フィジーである。フォーラムのメンバーは、条
約に基づく全世界的検証制度を支持し、モニ
ターステーションを置いている。
　多くの太平洋諸国は、核兵器なき世界へ向け
ての歩みが緩慢であることに失望し、フラスト
レーションを抱いている。核兵器で武装してい
る国は、核軍縮に向けて誠実に交渉しなければ
ならないと法的に定められているにもかかわら
ず＊⚑⚐、これまで核廃絶に向けた明確なロード
マップは提示されていない。かわりに核兵器国
は核軍備を近代化し、数十年の間保有し続ける
ことを意図していることは明白である。
　核兵器が存在するかぎり、事故であれ意図的
であれ、真の危険はそれが使われ、破局をもた
らすことである。恐怖と大量破壊をもたらす最
悪の兵器を禁止する条約が緊急に求められてい
る。
　核兵器の人道上のインパクトに関するオスロ
会議（⚒⚐⚑⚓年⚓月）や、近年の人道を基礎とした
核軍縮イニシアティブは、核兵器禁止条約の交
渉の好機となるものである。太平洋諸国は、核
兵器の恐ろしい影響をよく知っており、世界中
の人々が彼らと同じ苦しみを味わうことがない
ように、このプロセスのリーダーシップをとる
のに格好の国である。

筆者註
　＊⚑　第五福竜丸。白い灰が乗組員（⚒⚓名）の頭上
に降り注ぎ、呼吸すると鼻や口から入った。しばらく
して吐き気や下痢、皮膚の紅斑が現れた。放射線医学
総合研究所（放医研）の熊取俊之元所長によれば、乗
組員は⚑．⚗～⚖グレイの被曝をしたと考えられ、これ
は血球の減少、皮膚の紅斑・脱毛、さらには骨髄不全
を起こしうる線量である。無線長だった久保山愛吉氏
が⚑⚙⚕⚔年⚙月⚒⚓日に死亡した。死因には「急性放射能
症」、「肝不全」の二つの見解がある。骨髄機能不全
による血球減少と易感染性、それに対処するために輸
血された血液が肝炎ウイルスに汚染されていた可能
性、貪食・解毒機能をもつ肝臓自身も弱ったことな
どの複合的原因による死亡であろう。なお、乗組員⚒⚒
名の健康状態については放医研が継続調査しており、
明石真言博士らの報告によれば、⚒⚐⚐⚔年までに⚑⚒名
が死亡し（肝癌⚖名、肝硬変⚒名、肝線維症⚑名、大腸
癌⚑名、心不全⚑名、交通事故⚑名）、生存者には肝炎
ウイルス陽性率が異常に高い。

　＊⚒　略してPTBTともいい、大気圏内、水中およ
び宇宙空間における核実験を禁止する条約で、⚑⚙⚖⚓
年⚑⚐月に発効した。

　＊⚓　核拡散防止条約、略してNPTとも呼ばれる。
米、英、ロ、仏、中の⚕か国を核兵器国として認める
と同時に、誠実に核軍縮交渉を行うことを義務づけて
いる。他の国は非核兵器国として核兵器の製造と取得
を禁止、国際原子力機関（IAEA）による保障措置を
受け入れる義務があるが、原子力平和利用については
条約加盟国の権利として認められている。⚑⚙⚗⚐年⚓月
発効、⚑⚙⚙⚕年に無期限に延長され、⚕年毎に再検討会
議が開かれている。⚒⚐⚑⚐年現在の締結国は⚑⚙⚐か国で
あるが、インド、パキスタンは不平等条約と主張して
非加盟、イスラエルも未加盟で核兵器保有を肯定も否
定もしていない。朝鮮民主主義人民共和国は、現在、
脱退を表明したままである。

　＊⚔　ラロトンガ条約ともいい、効力発生は⚑⚙⚘⚖年
⚑⚒月である。⚒⚐⚐⚙年⚓月現在、オーストラリアや
ニュージーランドを含む南太平洋の⚑⚓か国・地域が
加盟している。議定書では、核兵器国による締約国に
対する核兵器の使用と使用の威嚇の禁止、および域内
（公海を含む）における核実験禁止が定められている。

　＊⚕　オーストラリア、ニュージーランド、および
米国の間には、⚑⚙⚕⚑年に締結、翌年発効となったア
ンザス（ANZUS）条約があり、⚑国が武力攻撃を受
けた場合には、自国憲法の手続きにしたがって共通の
危険に対処することなどが定められている。しかし
ニュージーランド非核法に対抗して、米国はニュー
ジーランドの防衛義務を停止している。

　＊⚖　略してCTBTともいい、宇宙空間、大気圏
内、水中、地下を含むあらゆる空間における核実験を
禁止している。⚒⚐⚑⚒年⚑⚒月現在で⚑⚘⚒か国が署名、
⚑⚕⚗か国が批准しているが、発効要件国（NPTの核兵
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器国、実質的核兵器保有国を含む⚔⚔か国）の批准が
完了していないため、現在も未発効である。

　＊⚗　PCRCは現在フィジーのスバにある。

　＊⚘　シガテラ毒はナトリウムチャンネルに特異的
に作用して神経伝達に異常をきたす。中毒症状として
は、消化器症状（吐き気、下痢、腹痛）、神経症状
（めまい、頭痛や筋肉痛、麻痺、感覚異常とくにドラ
イアイスセンセーション）、循環器症状（血圧や心拍
数の異常）が知られている。効果的な治療法は未確立
で、回復には⚑週間～数年を要する。シガテラ毒は熱
に安定で、調理によって発症を防ぐことはできない。

　＊⚙　⚑⚙⚙⚖年にICJは「核兵器の威嚇または使用は
武力紛争に適用される国際法の規則（中略）に一般的
には違反するであろう」としながらも、「国家の存亡
そのものが危険にさらされるような、自衛の極端な状
況における、核兵器の威嚇または使用が合法であるか
について裁判所は最終的な結論を下すことができな
い」との勧告的意見を出した。

　＊⚑⚐　 NPT第⚖条　各締約国は、核軍備競争の早
期の停止及び核軍備の縮小に関する効果的な措置につ
き、並びに厳重かつ効果的な国際管理の下における全

面的かつ完全な軍備縮小に関する条約について、誠実
に交渉を行うことを約束する（外務省仮訳、下線は筆
者による）。
　なお、下線部の原文（英文）は、それぞれ、nuclear 
disarmament、general and complete disarmamentで
ある。Disarmamentは「軍備縮小、軍縮」と和訳さ
れているが、語源的にはarmament（軍備）にdis-と
いう「不、非、無」の意味を持つ接頭語をつけたもの
である。しかし現実には核軍備削減の成果しかあげら
れておらず、現在はnuclear abolition（核兵器廃絶）
が好んで使われている。

追記：
　⚒⚐⚑⚔年⚔月⚒⚔日、マーシャル諸島共和国はハーグの
国際司法裁判所（ICJ）に、核武装している⚙ヵ国は
核拡散防止条約（NPT）と慣習国際法に違反してい
る、と提訴した。NTP内の核兵器国⚕ヵ国（米、ロ、
英、仏、中）はNPT第⚖条に定められた「全面的かつ
完全な disarmament：（筆者註＊⚙参照）について誠実
に交渉を行う義務」に違反している。他の⚔ヵ国（イ
スラエル、インド、パキスタン、北朝鮮）はNPTに
参加していないが、慣習国際法に違反しているという
理由による。この提訴には法律問題として国際反核法
律家協会（IALANA）のメンバーが加わっている。


